
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬剤師による面談 

 

★手術や内視鏡治療前にはお休みしなければならい薬剤（「休薬」と言います）があります。 

 

★薬剤師による面談は全身・腰椎麻酔の手術を受ける患者さん・内視鏡治療を受ける患者さんの

常用薬を把握し、休薬し損なうことで発生する手術や内視鏡治療の延期を回避することが主な

目的です。 

お薬を服用している方は、 

内容がわかるお薬手帳を必ず持って来てください！ 

血液サラサラの薬を飲んでいる方はお申し出ください。 

 

 

・アスピリンなどの抗血小板薬 

・ワルファリンカリウムなどの抗凝固薬 

・イコサペント酸エチルなどの EPA製剤 

・リマプロストアルファデクスなどのプロスタグランジン製剤 

  →いわゆる血液をサラサラにする薬剤です。出血のリスクを助長する可能性があります。 

 

・ラロキシフェン塩酸塩などの骨粗鬆症治療薬 

・低用量ピルなどの女性ホルモン系製剤 

  →副作用として血栓症がある薬剤です。長期不動状態で血栓形成を助長する可能性があります。 

以下のような薬剤を重点的にチェックしています 

面談で患者さんに 

●休薬すべき薬の名前 ●休薬する理由 ●休薬開始日 ●休薬期間 

●休薬しなかった場合の問題点  を説明しています。 

手術や治療には医師をはじめとし、多くの職種が関与します。手術・治療が予定通り行えるよう 

関係職種が連携し支援させていただきます。 

主に脂質異常症や疼痛・冷感・しびれなどに 
処方される薬剤です。 


